
０．はじめに
第四期国定国語読本である『小学国語読本』

（通称・サクラ読本，以後「サクラ読本」と記述）
は，児童の心理に寄り添う形で教科書を作りたい
という読本編纂側の願いから生まれ，感情を基礎
とする叙述からはじまることや多くの文学的教材
を採用しようとしたことなど，読本編纂の方法に
おいて画期的な教科書とされたものである。そし
て，この読本が画期的であった点のひとつとして，
多色刷りの挿絵を用いたことはよく知られてい
る。カラフルな色彩とポップな画風で興味をかき
たてることは子どもたちが国語の学習に自然と入
り込むことを可能にするものであったと推測され
る。だが，こうした視覚的な要素における画期的
な点のひとつに巻五以降から写真凸版を用いたこ
とは実はあまり知られていない。
今では教科書に写真が用いられていることはじ
つにありきたりなことである。試みに現行（平成
23年度版）の小学校国語教科書（１上）を見てみ
ると，ほとんどの教科書で説明的文章教材に写真
が用いられていることがわかる１。それもかなり

精度の高い写真である。さらに学年が上がると報
道写真や風景写真，家族写真などより多様な写真
が配置されていく。このように教科書に写真を配
置することはすでに一般的なこととなっているの
だが，一方でそうした教科書を読むことがどのよ
うな体験として読み手のうちになりたつのかとい
うことはむしろ見えにくくなっているといえるか
もしれない。写真は文章の理解を補助する役割が
あるといえるが，ではどのように補助するのか，
あるいはそうした補助によってテキスト全体はい
かに理解されるものとなるのかということは必ず
しも明確ではない。本稿はこうした問いに答える
かたちで教科書における写真の位置づけを明確に
しようとするものである。特に本稿では，写真利
用を開拓した教科書ともいえる「サクラ読本」を
事例として，その写真利用のあり方をひも解くこ
とで先の目的を達成する一助としたい。
「サクラ読本」の刊行がはじまった昭和８年当
時は，すでに写真の印刷技術はある程度成熟し，
個人用カメラが徐々に普及し始めていた時期であ
る。現在の技術とは異なるものの，写真そのもの
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が一般の人々により親しみのあるものとなりつつ
あるなかで教科書にも写真が入り込むこととなっ
た。こうした時代背景を踏まえつつ，本稿ではま
ず，「サクラ読本」に配置された写真を精査し，
どのような特徴があるのかを捉える。また，可能
なかぎりそれら写真の具体的な点に踏み込んでそ
れらの写真を見ることがどのような経験としてな
りたつかということを調べる。こうした作業を通
じて「サクラ読本」における写真教材について，
その位置づけを明確にしたい。

１．「サクラ読本」刊行当時の写真をめぐる
状況
現在と「サクラ読本」が刊行された当時とでは
写真機そのものから印刷技術まで，写真をめぐる
状況はかなり異なる。写真について考察する視点
として現在の考えを単純に適用することは避けな
ければならない。したがってまず，「サクラ読本」
の写真を具体的に考察する前に，この読本が刊行
された当時の写真をめぐる状況を概観しておきた
い。といってもここでは後の考察ともかかわって，
写真による表現，そして写真の製版・印刷・出版
などの側面に限って概観しておく。
サクラ読本の巻一が刊行されたのは昭和８年

（1933年），初めて写真が用いられた巻五は昭和
10年（1935年），そして最終巻である巻十二は昭
和 14年（1939年）である。まず，1930年当時代
の印刷出版文化の状況であるが，海野弘（1986）
によれば，1930年代は次のように語られている。

複製芸術としての写真は，印画紙に焼き付けられる
段階から，製版されて印刷される段階に達して，ま
ったくちがった複製芸術の水準にあがったのであっ
た。写真ジャーナリズムが生まれ，写真によってと
らえられたイメージは，同時的に世界中に伝えられ
ることが可能になった。第一次世界大戦まで，最も
ポピュラーな写真メディアは絵はがきであった。し
かし，二，三〇年代には，印刷された写真が，雑誌
などを通じて，それまでとは比較にならないほど大
量に複製されて，広まっていった。日本もまた，そ
のようなメディアの環（わ）に参加することによっ
て，写真の新しいビジョンに同時代的に対応してい
たのであった。２

明治中ごろから大正にかけては，洋式の印刷技
術が導入されたことなどによって印刷業の規模が

大きくなった時代であり，そして新聞や雑誌，書
籍の需要が高まった時代であった３。その先に，
上の引用にあるような状況が現れることになる。
写真が紙に印刷されたものとしてあり，一般の
人々が簡単に手にとることのできるものであるこ
とが，1930年代には一般的になったようである。
こうした状況が「サクラ読本」の編纂に写真を用
いさせるよう影響したことは想像に難くない。た
だし，現在とはちがって教科書は安価で提供しな
ければいけないという性格から，使用できる印刷
技術は雑誌や広告で用いられるほどの高水準のも
のではなかった４。
写真の表現については，飯沢耕太郎（1999）に
よれば，彼が「「新興写真」の開花」と「報道写
真の展開」を述べるなかで 1930年代について触
れているものを示しておく。「新興写真」とは，
飯沢によれば，「（関東大震災以降に現れてきた：
砂川注）近代都市の環境に対応し，写真の表現可
能性を最大限に拡張した」ものであり，「都市の
情景を小型カメラでとらえるスナップショット，
物の細部に潜んでいる美を浮き出させるクローズ
アップ，光そのものを造形するフォトグラムやフ
ォト・モンタージュのような新しい写真表現の技
法」が当時の「意欲的な若手作家たちの心をとら
えた」とされるものである５。また，「報道写真
の展開」として語られていることのなかで「サク
ラ読本」の考察にとって大事と思われることは，
報道写真のあり方にたいする理想とその実現の挫
折である。飯沢は美術評論家である伊奈信男の報
道写真の定義に対して，「そこには「言葉や文字」，
あるいは「絵画」とは違った形で送り手のメッセ
ージを伝達する写真というメディアへの強い期待
がある。複数の写真が一種の視覚的記号として組
み合わされ（「組写真」）「印刷化」によって「大
衆的伝達」が可能になることで，それは複雑な思
想（イデオロギー）すら表現可能な「武器」とな
るのである」と述べている。しかし，「戦時体制
の強化と物質の欠乏の中で，芽生えたばかりの報
道写真の理想はずたずたに引き裂かれていった」
という６。
ここではごくおおざっぱに当時の写真をめぐる
状況を概観した。まとめれば，写真が印刷物のな
かに入ることが一般的となった一方で，表現とし
て複雑なテクニックを使うようなものも登場しそ
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の可能性は拡張され，さらにそうした新しい表現
を理論的に支えるものも整ってきたのがこの時代
である。こうした背景のなかで読本への写真利用
ははじまったのである。

２．「サクラ読本」全体への写真の配置
先にも述べたように「サクラ読本」は巻五から
写真の掲載をはじめた。さらにそれは下巻になる
にしたがって増加する傾向にある。各巻における
写真の枚数は，巻五４枚，巻六13枚，巻七13枚，
巻八 29枚，巻九 23枚，巻十 31枚，巻十一 46枚，
巻十二 35枚である。また，各巻における写真を
採用した課の数と，教材の種類の関係を表１に示
した。考察の便宜上，説明的文章の記録・報告等
の項目は地理的内容のもの，理科的内容のもの，
その他に分けてある。
表１をみれば，写真を採用する課の数も下巻に
なるにしたがって増加する傾向にあることがわか
る。それは，基本的に下巻になるほど説明的文章
に写真が多く採られるようになるためであるが，
なかでも地理的内容が書かれたもの，すなわち地
理的教材の存在によって増加が生じている。例を
挙げれば巻六にある写真全 13枚のうち 10枚は第
二十四課「東京」の写真である。そして巻十一で
は４課ほど地理的教材があり，その４課を合計す
ると写真は 21枚採られている。また，地理的教
材以外にも巻十以降では多くの説明的文章に写真
が使われている。表では「その他」の項目にあて
たものであるが，これにはたとえば巻十第十八課
「南極海に鯨を追ふ」（pp.113-120），第二十五課
「汽車の発明」（pp.156-161），巻十一第五課「法隆
寺」（pp.25-35），第二十六課「鉄眼の一切経」

（pp.173-178），巻十二第十三課「機械化部隊」
（pp.80-85），第二十課「裁判」（pp.153-159）など
が含まれる。文章の形態からいえばルポタージュ
や解説文など，内容面からいえば歴史的内容，公
民的内容などのものがここにある。いずれにせよ，
説明的文章への写真利用は下巻でほぼ常態化した
といえるだろう。また，数は少ないものの，文学
に写真を利用することもある。これは数が少ない
のですべて挙げてみると，散文では巻五第三課
「おたまじゃくし」（pp.11-17），巻六第二十二課
「潜水艦」（pp.115-121），巻八第三課「呉鳳」
（pp.12-18），巻九第一六課「三日月の影」（pp.74-

91），巻一二巻第二十六課「静観院宮」（pp.185-

1 9 4），韻文では巻八第二十課「廣瀬中佐」
（pp.112-115），巻十二第七課「鎌倉」（pp.46-49）
である。文学に関してみればこれらのほとんどが
いわゆるノンフィクションである。事実にもとづ
くものであるゆえに，文章に描かれた事実と関係
する写真が使われたと考えられる。
「サクラ読本」全体への写真の配置に関してさ
らに，使用された写真の印刷技術について指摘し
ておかなくてはならない。「サクラ読本」の編集
者のひとりであった井上赳は，巻八に関して次の
ように述べている。

段々この（写真の：砂川注）數が噌加して參つたの
は一面に教材そのものの性質からも要求されること
であると共に，一面には寫眞凸版の技術が，この教
科書の紙に印刷して見て如何にも信rが置けるもので
すから段々數をふやして參つたのであります。（中
略：砂川）この紙に寫眞の印刷の凸版の印刷が出來
るかと危ぶまれたのですが，これも巻六以降A巧に
印刷することが出來た，その印刷も非常に信rが置
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表１．写真のある課の数と文章の種類（括弧内は写真の枚数）

巻五 巻六 巻七 巻八 巻九 巻十 巻十一 巻十二 計

文
学

散文 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 5(5)

韻文 1(1) 1(5) 2(6)

説
明
的
文
章

随筆 1(3) 2(4) 1(2) 4(9)

伝記 1(2) 1(1) 1(2) 1(1) 4(6)

記
録
報
告
等

地理的 1(10) 1(7) 3(12) 3(12) 3(11) 4(21) 3(13) 20(86)

理科的 1(9) 1(2) 1(3) 2(9) 1(1) 6(24)

その他 1(3) 1(2) 2(6) 5(16) 9(16) 9(15) 25(58)

合計/総課数 2(4)/25 3(13)/25 3(13)/26 9(29)/26 8(23)/28 10(31)/27 15(46)/28 15(35)/27 65(194)/212



けると思ふものですから巻の八にはかなり寫眞凸版
が多くなつて參りました。７

ここには読本教材に写真の数が増加した理由と
して読本に写真を印刷することに成功した印刷技
術の向上について記されている。この内容に，読
本のような紙質のものにでも写真を印刷すること
ができるという自負がうかがえる。
ところが友納友次郎（1933-1938）の発言によれ
ば，印刷技術についてはまだ改善の余地があった
かのように思われる。「サクラ読本」刊行当時，
その実践的取り扱いについて研究した著作が数多
く出版された８が，なかでも友納は写真への言及
を深くおこなった論者のひとりである９。友納の
著作は巻ごとに順次出版されたものである。その
写真に対する発言を順に取り出せば次のようにな
る。ひとつめは，巻五第二十二課「犬のてがら」
（pp.101-104）の解説のなかで「挿絵の印象」とし
て書かれたものである。

新讀本が，始めて試みた寫眞刷である。實況を思
はせるには寫眞に越した事はないが，これだけの印
刷技術を持たなかつた在來の讀本では，望んでも出
来ない要求であつた。我々は茲に新色滴々たる挿畫
を前にして，今更ながら印刷技術の進歩に驚くと共
に，科學文明の恩澤の甚大さを感謝せずには居られ
ない。10

次にみるのは巻七第十二課「兵営だより」
（pp.47-53）の写真解説のなかでの言及である。

寫眞版は一名網目版とも云ひ，（之は網目百線位
である）滑らかな紙質のアート紙を使へば，百五十
線から二百線位のA巧な寫眞版となり，殆ど寫眞印
畫に近い印刷と成るが，讀本ではそれ程高級な印刷
用紙を使う譯にも行かないから，先づ印刷として上
乘のものと言える。11

巻八以降では，その概説に「挿画概説」の項目
が設けられた。そして巻八の写真全体について次
ように述べている。

當局の寫眞版に對する考は依然として古く，相變
わらず時代遅れの寫眞技術に終始して居るのは甚だ
遺憾である。二十數葉に亙る風景寫眞が，一二を除
いては殆ど全部舊式の普通原版を使用した點など
も，此の讀本としては全く千慮の一失であらう。

（中略：砂川）之が昭和十二年度に刊行された我が
新讀本かと思ふと甚だ心細い。所詮は數年前の寫眞
版を其の儘流用した骨惜が，此の結果を招來する一
因で有つたと臆測されても辯護の餘地は有るま
い。12

以上に巻五から巻八にかけての友納の写真に対
する発言を取り出してみた。巻が下るごとに写真
を印刷する技術への期待が薄れていくさまが伝わ
ってくる。同時代の写真をめぐる状況を考慮すれ
ば，友納のいう「昭和十二年度」は表現としても
印刷技術としてもある程度成熟してきた時代であ
るから，なおさらその期待は高かったかもしれな
い。「サクラ読本」の写真を質の低いものだとす
るのは，こうした同時代的写真観からくる発言で
あると思われる。
先に見た井上の言及は，友納が巻五に関して述
べたようなこととは重なるが，同じ巻八に関して
述べたこととして比べればその認識は大きく異な
るもののようにみえる。友納の発言に返すかたち
ではないが，井上（1937）はこのあたりのことに
ついて「小学国語読本編纂史」のなかで次のよう
に触れている。

世間では寧ろそれ（多色刷りのこと：砂川注）を以
て特色の第一に數えてゐる。元來これは専ら書物の
定價と關係する問題である。もし國定讀本の定價が
少々高くてもかまはぬものであれば，いふまでもな
くもつと早くそれが實現してゐたに相違ない。そこ
には寧ろ製版印刷の進歩に負ふ所が多い。第一あの
紙質に色彩を施して，あの程度まで成功したことこ
そ空前であるかも知れない。尚巻五以降寫眞凸版を
用い得たことも同じ意味において空前であらう。13

この引用は主に色刷りが成功したことについて
述べたものである。少なからず語気の強さを感じ
させる発言のなかに，読本が安価で提供されなけ
ればならないという事情と技術的に高水準であり
たいという願いに折り合いをつけることにたいし
て苦心する姿がうかがえる。そして，写真につい
て付け足し程度に書き添えられていることが意味
するのは，写真についての批判を軽く逸らそうと
する身ぶりであると考えることもできる。写真に
ついての事情は色刷りのそれよりももっと深いも
のがあるのかもしれない。
以上に「サクラ読本」の写真の全体的配置につ
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いてみてきた。全体的に巻が下るごとに写真は増
加傾向にある。それは説明的文章のなかでも地理
的教材の増加，そして歴史的教材や公民的教材な
どの説明的文章の多様化とともにある。また，文
学でもノンフィクションのものには増加傾向はな
いものの一定の割合で写真が採用されるようにな
った。こうした写真の採用が可能になったのは，
その製版印刷技術の向上に依るものが大きい。た
だし，同時代的な写真の認識からすれば「サクラ
読本」全体に配置された写真は，読本の価格面で
の事情などのために，概して質の高いものとはい
えないものとなっている。

３．「サクラ読本」の写真の具体的考察
3-1．東京駅の写真

「サクラ読本」全体で写真が最も多く用いられ
ているのは地理的教材であり，その教材における
写真はほとんどが東京や大阪などの都市の写真で
ある。そうした写真の利用のしかたは実際的な状
況を視覚的なものとして提示するという意味で
は，基本的に挿絵として絵画を利用する方法とほ
とんど変わらないと考えられる。たとえば図１は，
第三期国定国語読本『尋常小学国語読本』（通
称・ハナハト読本，以後「ハナハト読本」と記述）
の巻五第二十六課「東京停車場」（pp.100-102）の
挿絵と「サクラ読本」の「東京」の挿絵を比較し
やすいように上下に並べたものである。
基本的には挿絵のあるページ近くの文章で東京

駅について語られているところがある。そしてそ
れが示すものとして東京駅の絵なり写真なりが用
いられているのだが，ここに示した絵と写真は，
ほとんどその構図が変わらない。絵も写真も東京
駅の全体を見せるということに徹した構図をも
ち，建物を正面から撮ったものとなっている。つ
まり東京駅を具体的に示すということにおいて二
つの挿画はほぼ変わらないのである。
では写真を利用することによって何が変わった
のか。ひとつにそれは文章との関係のありかたで
ある。友納に似た立場で「サクラ読本」の実践的
取り扱いについて述べた淺黄俊次郎（1935）は，
「東京の複雜な景觀をば，言葉で解らせるにはA
細に叙述しなければならない。そこをこの教材で
は叙述を簡明にし，挿繪の寫眞と相俟って，行文
を躍如とさせる意圖から寫眞版十枚も挿入してあ
る 16」という。もちろんこうした意図は「サクラ
読本」が児童の心理にあったものを教材にすると
いう方針で編纂されたものであるというところか
ら出てくるものである。したがって，図１に示し
た二つの教材は同じ地理的教材といっても文章表
現のしかたが異なるため，単純には比較できない
ものである。その点を差し置いて二つの挿画と文
章との関係をみると，「東京停車場」が東京駅の
特徴を具体的に説明するのに対して，「東京」は
一郎とそのおじとの会話として「東京駅で汽車を
下りると」という文章にしか東京駅は触れられて
いないということがわかる。「東京」の文章はそ
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図１　上：「東京停車場における東京駅の絵」14 下：「東京」における東京駅の写真15



の後すぐに東京駅の向かい側にある宮城を訪れた
話題に移行してしまう。したがって，おじの発言
内容をどんなに詳しく調べても東京駅について知
ることはできない。それはむしろ写真が代行して
いるのである。淺黄は，教材「東京」の冒頭を
「下車（東京驛については何も語つてゐない。そ
の代り見事な寫眞で見せてゐる）17」と記した。
写真は，文章が示すことと強く結び付けられてい
るわけではなく，東京駅とはどのようなものかを
示す具体的資料として，東京駅を知るためにある。
すなわち，ここでは見ること＝知ることのはたら
きを持つものとして写真は使われているのであ
る。このときこの写真を見ることの経験は，東京
駅を知るという経験としてなりたつのである。
では東京駅の写真から知ることができることと
は何か。友納（1935b）はこの写真を次のように
解説する。

百二十四頁の東京驛は，宮城側から見た正面全景で
ある。視點は東京驛前の海上ビル屋上から，東方を
瞰下すれば此の通りである。右側の丸屋根の下が乗
車口，左方の丸屋根下が降車口で，中央が貴賓の
方々の乗降口である。前方の並木の内側には數百臺
のタクシーや乗合自動車が列をなして客を待つて居
る。街路樹はプラタナス（すゞかけ）である。18

友納の解説は写真に何が写っているかという要
素だけでなく，写真には写りこんでいない要素ま
でをも解説している。写真を撮る視点や，「タク
シーや乗合自動車が列をなして客を待つて居る」
様子は，写真には表現されてはいない。つまり友
納の解説は，写真そのものから知ることのできる
ものについての解説というよりも，写真に写され
た題材について知っていることの解説なのであ
る。「タクシーや乗合自動車が列をなして客を待
つて居る」様子を視覚的に知らせるには，図１に
あるように，写真よりも「ハナハト読本」の絵の
ほうがわかりやすい。なぜならこの絵は教材文の
「入口や出口の前には，いつも自動車や人力車が
たくさん居ます 19」という表現に支えられデフォ
ルメされているからである。「たくさん」いるな
どといった心象的なものはむしろデフォルメされ
た絵のほうが表現されやすいだろう。そうしたデ
フォルメの入る余地が絵に比べてずっと少ない写
真のほうは，たとえば東京駅は意外と賑わってい

るわけではないかもしれないといったように，心
象的な風景との差異の方がむしろ強調されてしま
う。車や人はまばらにしか通行しておらず，駅の
背後にある建物から煙が上がるさまも見えない。
駅の賑わいをみせる要素は甚だ少なく，ただ建物
が無機的な物体としてそこにあるようにさえ思え
てくる。近代都市の風景を読み込もうとするほど
上のような側面がその差異として立ち上がること
が，この東京駅の写真を見ることの経験のひとつ
の可能性であるともいえるかもしれない。
そして，この写真を見ることの経験がもつもう
ひとつの別の可能性として，単に東京駅を知ると
いうこととは関係の薄いものが写りこんでしまっ
ていることを見るということが挙げられる。それ
は，たとえば背後にあるビル群である。絵のほう
では東京駅の背後にビル群はないが，写真にはそ
れがはっきりと写されている。このことは，この
写真がある視点からみた東京駅を中心とするひと
つの景色であるということを示している。友納の
解説もこの視点がどこであるのかを明確にしてい
た。この写真は東京駅だけを模型的に示すもので
はなく，その周囲までをも含んだ写真なのである。
だからこの写真を見る経験は，東京駅を中心とし
た風景を眺めるという経験でもあるということが
いえるのである。
以上に第二十四課「東京」の冒頭に掲げられた
東京駅の写真を見る経験について考察してきた。
それは基本的には挿絵と同じように東京駅の具体
的な姿を示すものであるけれども，文章が示され
たこととは異なる次元で東京駅を知るという経験
をなりたたせるものである。また，絵に比べてデ
フォルメの入る余地がずっと少ない東京駅の写真
を見る経験は，近代都市の風景を読むという経験
でもありながら，そうした心象的な風景との差異
が強調されてしまう経験を生む可能性をもつもの
であった。さらにこの写真は東京駅を中心とした
風景を眺めるという経験としてもなりたつもので
ある。このように複数の異なる経験がなりたつ可
能性をこの写真は持っている。それが読本に写真
が入り込んだことの意義のひとつであろう。

3-2．犬の写真

次に巻五第二十二課「犬のてがら」を取り上げ
る。この教材は金剛，那智という名前の２匹の軍
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用犬についての記録である。ざっとその概要を説
明するとこの文章は，伝令を任務とする２匹の犬
が軍の突撃の際に一緒にとびこんでいったきり帰
って来なかったので，係の兵士が一生懸命探した
ところ，やっとみつけた２匹は敵兵の軍服の切れ
端をしっかりくわえて死んでいたというものであ
り，その功績を称えてこの２匹に「甲號功章」と
呼ばれる恩典が与えられたというものである。
この教材は巻五で写真が採用された二つ教材の
うちのひとつであり（もうひとつは「おたまじゃ
くし」），「サクラ読本」のなかでも最も早い段階
で写真を採用した教材のひとつである。ここで使
われたのは３枚の写真で，ひとつは軍事練習の場
面の写真，ひとつはシェパードの全体を写した写
真，そして最後に「甲號功章」の写真である。
まず，最初に採られた写真が動物である犬とい
う点であるが，「サクラ読本」では巻五に至るま
でに犬が挿絵として用いられている教材がいくつ
かある。図２はその一部を並べたものである。
「オツカイ」と「雪ヨフレフレ」は子どもたち
の日常生活の一場面が描かれたものであり（前者
は散文，後者は韻文が付されている），「モモタラ
ウ」と「花サカヂヂイ」は物語の一場面である。

日常生活の一場面に登場する犬は「ポチ」という
愛称がつけられたペットとしての存在であり，ま
た「花サカヂヂイ」の犬もそのように可愛がられ
るべき存在である。さらに，「モモタラウ」に登
場するのは主人に忠誠を誓い，戦いをともにする
犬であり，単なるペットではなく人間的な意志を
もった犬でもある。
図２に挙げた挿絵は，人物が右，犬が左という
構図で共通している。「サクラ読本」における犬
についての挿絵はだいたいこの構図で安定してい
るといえよう。さらにどの犬も白を基調としてい
る（巻一で最も初めに登場する犬は「コイコイシ
ロコイ」の「シロ」である）。白のイメージは，
犬が純粋で従順な生き物であるということを示し
ているように思われる。また，弱々しいイメージ
も含まれるかもしれない。実際，「花サカヂヂイ」
の白一色の犬は，あっけなく「トナリノオヂイサ
ン」に殺されてしまう。「サクラ読本」の読者た
る学習者は，こうした犬像を受け取めながら学習
を進めていくのである。
そして，教材「犬のてがら」に至ったとき示さ
れるのは図３の写真である。この写真に登場する
犬は，これまでの挿絵に描かれた犬たちとはかな
り異なっている。図２のような構図をもって写さ
れた犬でなければ，これまでのような白さをもつ
犬でもない。まずその表象において，日常生活の
一場面で登場するような犬でないことは確かであ
る。一方で黒色のシェパードの前足をそろえ首を
上げて前方を見る立ち姿は，「モモタラウ」の犬
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図２　上「オツカヒ」20，中左「モモタラウ」21

中右「花サカヂヂイ」22，下「雪ヨフレフレ」23

図３　上：軍事練習の一場面，下右：シェパードの軍犬
下左：「甲號功章」24



とそっくりである。このあたりはこれまでの犬表
象の延長線上にあると考えてよい。あえてその違
いをいえば，シェパードのほうは尻尾が立ってい
ない。これまでの挿絵において犬たちはひとりの
主人とともに描かれ尻尾を立てていたわけだが，
図３の上の写真では多数の人間の間にたたずむ
犬，下の写真では主人とは無関係にただ一匹でそ
の姿を示す犬であり，両方ともその尻尾は下に垂
れている。このように「犬のてがら」の写真は，
これまでの犬表象の延長線上にありながらその表
象のされかたの異なるものとして読本に採られて
いる。これまでの犬表象の経験からすれば，この
写真を見ることは新たな読みの経験をなりたたせ
るものだといえよう。
ではこれらの写真を見ることは，教材「犬のて
がら」全体を読むこととして，どのような経験を
なりたたせるだろうか。それを考えるためには，
これらの写真と教材文との関係を明らかにしなけ
ればならない。ところが，これらの写真（特に犬
が写った二枚の写真）と教材の本文は，じつはほ
とんど関係のないものである。本文からいえば軍
の突撃について語られる場面で二つの写真が挿入
されているのであるが，図３の軍事練習の写真は，
前傾姿勢の軍人たちではなく，またその犬の立ち
方も全く突撃の様子を示すものではないようであ
る。また，シェパードの軍犬の写真はその周囲が
どのような状況であるかすらはっきりしないもの
であり，単にシェパードの軍犬の具体的な姿を示
すものとして載せてあるように思われる。このあ
たりの事情について，「犬のてがら」の写真が当
時の軍部からの要請を受けて採られたものだとい
うことが，井上赳の記述からたどることがで
きる。

犬のてがらは，滿州事變最初の晩の最初の事件であ
りまして，いはゆる金剛・那智の活躍した勇壯な話，
殊に最近國民の血をわかした話であります。これが
犬であるという點に於て子供に非常に同情を購つ
た，その點は別に文句はありませんが，さてこれは
陸軍當局にきいて見ますと，こんな教材を入れて貰
つては困るといふ。なぜ困るかときいてみるとBみ
つき廻らせるやうな軍用犬を見せて貰つては困る，
日本の軍用犬の體面に係るといふわけであります。
そこで，讀本として入れました趣旨は，何も日進月
歩の軍用犬の科学的訓練を入れたのではなくて，軍
用犬の勇ましい話を國民的感情の陶冶材として入れ

たのでありますから，國語讀本の目的はこの教材で
達せられる，しかし軍部の新しい軍用犬の目的は達
せられないといふので，挿繪は全く本文と關係のな
い軍用犬の訓練の場面を入れたのであります。これ
は金剛でも那智でもないのであります。25

教材本文に示された内容が軍用犬のすべてと思
われたくないという軍部の要請により図３に示し
たような写真が採用されたという経緯からみれ
ば，この写真には，文章による一面的な理解をよ
り多面的にするといった役割が担わされていると
考えられる。ここに「犬のてがら」における写真
の独特な位置づけがある。図３の写真は本文の理
解を補助するような役割をはじめからもたされ
ず，本文が暗示的に伝えることがら（軍用犬の任
務）を本文とは異なる角度から理解させようとす
るものである。「東京」の写真についてみたよう
に，写真には基本的に本文の補助という役割が担
わされていた。つまりその写真は教材本文が明示
的に伝えることがらを補うのであるが，「犬のて
がら」の写真はその役割を有していないという点
で独特である。まさに，報道写真の理想として語
られた「「言葉や文字」，あるいは「絵画」とは違
った形で送り手のメッセージを伝達する写真」と
して，これらの写真があるといえる。そしてその
メッセージこそ，軍用犬は文章が描くほど獰猛な
動物として用いられているのではないということ
であり，すなわち本文に描かれた犬像の否定であ
る。このメッセージはどう受け止められるのだろ
うか。それはこの教材を用いて教師が学習者にど
のように読みの形成を促すかということに影響さ
れるはずである。
当時出版された「サクラ読本」に関する実践的
取り扱いについての多くの研究では，「犬のてが
ら」の写真について，それがどのようなものであ
るかについて，それぞれ著者の教材分析は示され
ているけれども，授業構想のなかにそれらの写真
を見ることを位置づけているものはほとんどな
い。かろうじて佐藤末吉（1935），芦田惠之助
（1935/1987）が授業構想に写真の読みを取り入れ
ている。
佐藤の授業構想は全三時間で，第１時全８過程，
第２時全６過程，第３時全６過程のなかの第３時
第４過程に「挿繪の説明」を入れている 26。つま
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り教材本文について綿密に読みを形成したあとで
写真に注意が向けられるのである。佐藤は「満州
事變に於ける軍用犬那智・金剛の壯烈な働きを讀
ませ，忠勇義烈のA神を盛にするのが本課の旨
要である 27」という。この目的を達成する流れで
教材文は読まれるのだが，その後にはじめて写真
の説明が入ることで，「那智・金剛の壯烈な働き」
が軍用犬の仕事だという理解は否定されるだろ
う。なぜなら写真が伝えるメッセージはその否定
だからである。このように佐藤は否定し去る対象
を文の読みにおいてあらかじめ形成させておき，
写真によってそれを一挙に否定するという流れで
写真を見る経験をなりたたせるのである。
芦田の授業構想については，「第一時はまづ讀
ませる。次に挿繪を觀察させる。上圖は軍犬を訓
練するところで，下圖は金剛・那智そのいづれで
もない軍犬の模式的のものである 28」と述べてい
る。佐藤と同様に三時間構想であるが，はじめの
読みの段階で写真についての読みは終わらされて
しまうのである。写真についての説明があるとす
れば単にその写真が何を示すものであるかという
ことくらいである。したがって写真の読みが軍用
犬についての知識として経験されるかどうかは芦
田の授業構想のこの段階においては全く問題にさ
れず，個々の学習者に任されるのである。芦田の
授業構想ではもっぱら事実（満州事変やその周辺
の事実）と教材文の表現（「しかし」という接続
詞や「金剛・那智」と「二匹」という言葉の違い）
が取り上げられ，文章による事実の表現について
の学習が展開されるようになっている。このこと
がはじめの段階で形づくった犬像にどう影響する
かはわからないが，表現への着目によって，「犬
のてがら」の感情へ訴えかける文のなりたちを読
むことが，そのことと写真が伝えるメッセージと
が十分合致しないという気づきを生む契機にはな
るかもしれない。
二つの授業構想から写真を見る経験についてい
えるのは，その経験が写真を読む前後に文章をど
う読むかということに深く関係しているというこ
とである。「犬のてがら」の写真は教材本文とほ
とんど関係がないようにみえるがゆえに，本文に
よる犬像の形成と写真による犬像の形成は別次元
での経験と捉えたくなるがそうではないというこ
とを，二つの授業構想は示している。

以上に巻五第二十二課「犬のてがら」に掲げら
れた写真を見る経験について考察してきた。それ
は巻五に至るまでの挿絵において経験してきた犬
表象の延長線上にありながら，いくつかの点で異
なる表象として現れる。したがって基本的にこの
写真の犬像はそうした犬表象の経験に規定される
ものであるが，この写真を見ることの経験は，写
真を見る経験の前後でいかに教材本文を読むかと
いうことと深く関係している。メッセージ性をも
ったメディアとして「犬のてがら」の写真を見る
経験は，本文の読みとどのように一体となるかに
よって異なる意味づけがなされるものとしてなり
たつのである。

４．まとめとおわりに
本稿では「サクラ読本」を事例として，その写
真を見る経験について考察してきた。具体的な写
真について取り上げきれなかったものは，たとえ
ば理科的教材における科学写真や巻十一第十九課
「燕岳に登る」の飛騨山脈の景観を写したパノラ
マ写真などあるが，それは見ること＝知ることの
はたらきのよくできたもの，あるいは風景を眺め
るという経験をすぐれて審美的におこなわせるも
のとして，これまでに考察してきたものとほぼ同
様の枠内に収まるものと考えられる。本稿で取り
上げた個々の具体的な写真の考察，またその写真
が用いられた教材については繰り返しになるので
各項でのまとめにゆずることとして，ここでは教
科書における写真教材ということについてまとめ
ておきたい。

1930年代という写真の成熟時代に，「サクラ読
本」にも写真が採られることになった。それは技
術的に質の高いものとはいえないものであった
が，教科書を読む経験はこれにより幅が広がった
といえるだろう。たとえば「東京」の写真が複数
の異なる経験がなりたつ可能性を持っていたり，
「犬のてがら」の写真を見る経験が本文の読みと
どのように一体となるかによって異なる意味づけ
がなされるものであったりするように，教科書を
読む経験は写真を見る経験の位置づけによって変
化するのである。「サクラ読本」以降，どのよう
な写真が教科書に入り込んできたか，そしてそれ
はどのように扱われてきたかということが，教科
書を読む経験を左右するひとつの重要な要素とな
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ったわけである。おそらくこれ以降より複雑化し
ていく教科書の写真利用について，さらに詳らか
にしてくことが必要と考える。
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